
グリーンニューディール沖縄
沖縄分科会

２００９年６月２６日

東大のプレゼンテーションの
構成と前提条件



プロジェクトーＡ
ー沖縄をＥＶ社会のショーケースとするー

１．沖縄を本格的な電気自動車（ＥＶ）／ハイブリッド
車（ＨＶ）の普及した環境対応車社会とし、世界のショ
ーケースとする。

２．レンタカーのベース車輌１４０００台のうち、小型乗
用車１００００台を５年間ですべてＥＶ／ＨＶにする。

３．９０－１００万台の車輌の１０％を５年間でＥＶ／Ｈ
Ｖ化する。



プロジェクトーＡ
初年度（２０１０）計画

１．４０ヶ所に１００基の急速充電機を設置する

５００万円×１００ （５億円）

２．ホテルなどに５０００基の低速充電器を設置する

１０万円×５０００ （５億円）

３．レンタカービジネスモデルの開発と普及のため

対象車１台当り３０万円を補助する

３０万円×２０００台 （６億円）

４．システム開発など （４億円）



3代目プリウス 2代目インサイト アイミーブ プラグインステラ 日産EV

トヨタ ホンダ 三菱自 富士重 日産

発売日 2009年5月 2009年2月 2009年7月 2009年6月 2010年
（一般向け’10年4月）

価格 205万円 189万円 460万円 472万円

販売台数 29万台 20万台 約1,400台 170台
（’08年度） （初年度） （’09年度） （’09年度）

100km 300円 380円 280円（昼電） 280円（昼電） 300円（昼電）
走行燃費 90円（夜電） 90円（夜電） 100円（夜電）

燃費 38km/ℓ 30km/ℓ 160km 90km 160km

定員 5名 5名 4名 4名 5名

車両形式 5ドア小型車 5ドア小型車 4ドア軽自動車 4ドア軽自動車 5ドア小型車

荷室 ゴルフバッグ ゴルフバッグ 小 小 ゴルフバッグ
３個 ３個 ３個（？）



DIAMOND on line 090602



DIAMOND on line 090602



2010年 5万台
2012年 20万台





急速充電スタンド
ＴＥＰＣＯ

イオンＳＣ
レイクタウン



GND沖縄 EV リゾートホテル 家屋・ビル

2010

2011

2012

2013

2014

急速充電機
４０ステーション建設

EV導入開始

風力発電/太陽光発電
/電池の導入検討
（シミュレーター完成）

家屋・ビル＋二次電池の
システム経営法を開発
完成

エネルギー経営法の
商品化

急速充電機
１００ステーション
完成

スマートグリッド実験開始

二次電池の利用開始 二次電池の利用開始

EV率１０％ 再成可能エネルギー率
２０％達成

平滑化による電気料金の
２０％削減



プロジェクトーＢ
ースーパースマートグリッド沖縄実証実験ー

１．１０ＭＷ級のスーパースマートグリッド実証実験を系統の役割
を尊重しながら行う

２．二次電池、自然エネルギー発電、スマート電力経営システムを
導入し、ＣＯ２を減らすと同時に、正しいＷＩＮ－ＷＩＮビジネスモ
デルを成立させる。ハードウェアの進歩とその導入とともにＩＴを
駆使した経営・制御システムを開発する

３．沖縄電力と環境エネルギー・デベロッパーが主体となってビジ
ネスモデルを作る。

４．心臓部の経営・制御・シミュレーションは大学、情報システムベ
ンダーが開発する



プロジェクトーＢ
初年度（２０１０）計画

１．基本設計 （１億円）

２．現地調査・評価 （２億円）

３．経営・制御・シミュレーション法の開発 （１億円）



プロジェクトーＢ
次年度（２０１１）計画

ー設備の設置と実証実験の準備・スタートー

１．自然エネルギー発電所の建設（３－６億円）

２．二次電池の導入（３－５億円）

３．地域スーパースマートグリッドシステム設計・開発
関連設備
（５－７億円）

４．経営・制御・シミュレーションのシステム開発
（３－４億円）



ニューメキシコ5MW実証プロジェクトの内容

５MW配電線（フィーダ線）を利用
▲1200家庭（各戸3KW）
▲1学校（500KW）
▲複数の事業所（1MW）

５MW実証
プロジェクト
計画の内容

５MW実証
プロジェクトの
費用の試算

約20億円
▲スマートスイッチやフィーダ線の保護 1億円
▲スマートインバータ 1億円
▲エネルギー制御システム 10億円
▲電力貯蔵システム 3億円
▲太陽電池パネル 4億円

▲太陽光発電（1MW ）
▲電力貯蔵（2MW ）

連邦政府への
要求金額

最大で約500億円
▲5MW規模の実証プロジェクトを最大25件程度実施予定

実施
スケジュール

2009年6月末までにプロジェクトを連邦政府に提案
2009年夏の終わりまでに採択の可否を決定

ワークショップ
に参加した
国内の企業
および研究所

電力中央研究所、富士電機システムズ、富士通研究所、日立製作所、
伊藤忠商事、関電工、京セラ、三菱電機、三菱重工業、
三菱総合研究所、日本ガイシ、NTTファシリティーズ、パナソニック、
シャープ、清水建設、住友電気工業、東京電力、東京ガス、東芝

日経エレクトロニクス’09.6-1



GND沖縄 EV リゾートホテル 家屋・ビル

2010

2011

2012

2013

2014

急速充電機
４０ステーション建設

EV導入開始

風力発電/太陽光発電
/電池の導入検討
（電気経営

シミュレーター完成）

家屋・ビル＋二次電池の
システム経営法を開発
完成

エネルギー経営法の
商品化

急速充電機
１００ステーション
完成

スマートグリッド実験開始

二次電池の利用開始 二次電池の利用開始

EV率１０％ 再成可能エネルギー率
２０％達成

平滑化による電気料金の
２０％削減



その他のプロジェクト

Ｃ．基地跡地などを自然エネルギー発電所にするプロジェクト

Ｄ．沖縄のような大規模地域を環境・エネルギー面で全体最適を実
現する社会システムとして設計するための、地域環境エネルギ
ー社会の再現・経営・改革・シミュレーターの開発プロジェクト

Ｅ．二次電池のリユース・ビジネスを沖縄の新しい産業とするため
のビジネスモデルの開発プロジェクト

太陽電池とリチウムイオン電池による電気の地産地消分散型

システムを海外輸出するビジネス

F.その他



中央行政

地方行政

地域産業界

シンクタンク

ITベンダー

ディベロッパー

メーカー
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